
感染症（PT）   

サルモネラ  

出典   

CDC2008年7月8日  

概要   

CDCは関係機関と協力して複数の州で発生したサルモネ  

ラ血清型セントポールのアウトブレイクを調査している。生  
のトマトの摂食が原因と考えられている。2008年4月以降  
2008年7月7日までに、米国の41の州、ワシントンD．C．およ  
びカナダで991名の患者が同じ遺伝子パターンのサルモ  
ネラ血清型セントポールに感染したことが確認された。  

福富‾‾‾…‾‾…  
カリフォルニア州サンディエゴ都の年間梅毒症例数は、最  
低となった2000年の28例から昨年（2007年）は340例まで  
急増した。州の他の大都市の郡と比べて非常に急激な増  
加である。増加率は州全体の2倍以上、全国の3倍以上に  
なる。州から派遣された5名の専門家チームは、梅毒と診  
断された人々と連絡をとって、性的パートナーを探し、検  
査を受けるよう勧めている。  

米国中南部では様な輸血によると考えられるBabesia  
mjcroti感染症例の報告である。61歳の女性患者で、赤血  
球輸血後、吐き気と発熱を訴え、敗血症の症状を呈し、死  
亡した。血液塗抹標本で赤血球の5－15％にトロフォゾイ  
ト（栄養体）があった。患者血液検体中でBabesiaは形態  
学的に確認され、PCRでB．micro厄陽性であった。輸血さ  
れた製剤の供血者のうち1名がB．microti陽性であった。  

米匹で全供血者を対象にしたT巾anosomaCruzi検査が  
導入された2007年1月30日以降、最初の10ケ月間、供血  
看の調査を行った。適合供血のうちEUSA法で反復陽性  
（RR）となったのは0．013％（90／651471）で、そのうちRIPA陽  

性は34％（28／82）で、陽性確認率は0．0043％であった。全供  

血のスケノーニングは費用対効果が低く、出生地と初回  
供血看に絞った対策の検討が示唆された。  

SignOnSanDiego．co  
m 2008年3月26日  

バベシア症  American Society 
for Microbiology 
lO8th General  
Meeting 2008年6  

月1－5日、Boston  

アメリカ・トリパ ノソーマ症  2008：95（Suppl．1）ニ  Vox Sanguinjs  39  

原虫感染  リーシュマニア症は生物媒介性疾患で、南∃一口ッパに定  
着しており、毎年700例近く、トルコを含めると3950例のヒ  

トでの感染が報告されている。無症候症例は臨床症例の  
30～100倍とみられ、また飼い犬の血清陽性率は25％と推  
定される。薬剤耐性Leishmaniainfantumがイヌを介して拡  
大するおそれもある。全ヨーロッパレベルでの研究が必要  
である。   

2008：14：1013－  

EmergJnfectDis  10柑  
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感染症（PT）   

マラリア  

概要   

2007年にマレー半島でフィンランドの旅行者が、通常はサ  
ルにおけるマラリアの原因となる二日熱マラリア原虫に感  
染した。二日熟マラリア原虫はヒトマラリアを引き起こす第  
5のマラリア原虫種として確立された。この疾病は生命を  
脅かす危険があり、臨床医と臨床検査技師は旅行者にお  
いてこの病原体を更に注意すべきである。  

出典  

EmerglnfectDis  

2008：14：1434－  
1436  

ネコノミが媒介するRickettsiafelis感染症のヒト症例は世  
界中で報告されている。症状は発疹熱やデング熱などに  
類似しており、実際よりも少なく推定されている可能性が  
高い。ヒトの健康を脅かす感染症として今後調査が必要  
である。  

リケッチア症  
2008：14：1019－  EmerglnfectDis  1023  

1998－2005年に香港の公立病院に入院したデング確定  
患者全員の医療記録をレトロスペクティブに検討した。  
126例中123例（98％）がデング熱、3例（2ウi）がデング出血熱  
であった。l例が輸血により感染したデング熱であった。  
116例が輸入症例、10例が地域症例であった。デングウイ  
ルス1型が最も多く、次に2型、3型、4型の順であった。死  
亡例はなかった。発熱、皮疹を呈し、血小板減少などを示  
す渡航歴のある患者には鑑別診断にデング熱を含める  
べきである。  

文献および未発表データから、ラテンアメリカやカリブ海  
地域のウエストナイルウイルス（叫NV）感染の現状をまとめ  
た。WNV感染は2001年にCayman諸島とFlorldaKeysの住  
民で見られ、2002～2004年にジャマイカ、メキシコなど周  
辺地域で動物や鳥類での感染が確認されている。しか  
し、疾患報告数は少ない。この不可解な熱帯生態系での  
ウイルス減弱または他の可能性を検討するためには分離  
株が必要である。   

2008年7月7日、トルコのBursa、CanakkaleおよぴSamsun  
の病院でダニ媒介性疾患であるケノミア・コンゴ出血熱に  
よリ3名が死亡し、この2ケ月での死者数は37名となった。  
保健省はダニに注意するよう呼びかけ、唆まれた場合は  
決して手でつぶさずに、医師にピンセットで注意深く取り  
除いてもらい、ヨードで消毒することを推奨している。   

デング熱  HongKongMedJ  
2008：14：170－17了  

ウエストナイル ウイルス  
RevPanam Sa山d  

Publica2006，19 

112－117  

コンゴ・クリミア  

出血熱  

ProM【D－  

mal120080709．2092  
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感染症（PT）   

／りレポウィル  

ス  

出典  

Transfusion2008：  
48：1036－1037  

概要   

大阪における1997－1999年の献血者979052名中102名が  

ヒトパルボウイルス819感染者であった。β19感染者のう  
ち20名の引9DNA、IgGおよぴIgMを長期間フォローアップ  
したところ、B19持続感染が観察されたが、819感染の症  
状を報告した者はいなかった。B19急性感染後の血策ウ  
イルスカ価は約1年で101∪／m」未満、約2年で103IU／mL  
未満まで下がることが示された。  

‾‾  
天石二芋ジだお洋右声ここ蒜盲ち才正文石亭葡盲好天葡  
榛アウトブレイクにより、2007年のV5sterbotten地方の流  
行性腎症患者の数は100，000人当り313人に至った。薔歯  
類の増加の他、気候温暖化および地表を覆う積雪の減少  
により、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だっ  
たことが、当該アウトブレイクの一因であろうと考えられ  
る。  

ハンタウイルス  Emerg lnfect Dis 
2008：14：808－810  

ウイルス感染  オーストラリアBrlSbaneの動物病院のスタッフが致死性の  
ヘンドラウイルスに感染した。看護師1名と獣医1名が、感  
染したウマ教頭を治療後、感染した。前回のアウトブレイ  
クは柑94年で調教師1名とウマ14頭が死亡した。同ウイル  
スがヒトーヒト感染するとのエビデンスはなく、拡大する危 はい 
険性な。  

ProMED－  

mai120080了20．2201  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

国立プリオン病病因調査センターの患者11名（平均発症  
年齢62歳）を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染  
色パターンおよぴマイクロプラークの存在が、既知のプリ  
オン病とは異なり、通常の方法では典型的なプロテアー  
ゼ抵抗性PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテ  
アーゼ感受性プリオン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、プ  
リオン病の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりも  
さらに多い可能性がある。  

AnnNeuro12008；  

63：697－708  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  
29－30日  

CJDサーベイランス委員会による調査では1999年4月か  
ら2008年2月までの9年間に日本国内で1069例がプリオン  
病と判定された。うち孤発性CJDが821例（76．8％）、遺伝性  

プリオン病が171例（16．0％）、硬膜移植後CJD74例（6．9％）、  

変異型CJDl例（0．川）、分類不能2例（0．2％）であった。日本  

のプリオン病剖検率は欧米諸国より著明に低かった。孤  
発性CJDの病型は欧米に比べMM2型が多かったが、非  
典型例が多く剖検されている可能性が考えられた。   

88／171ページ  



感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

概要   

野生型マウスおよびヒトPrPを発現しているトランスジェ  

ニックマウスに、輸血関連vcJD感染第1号症例由来の脳  
材料を接種し、輸血によるとトヒト聞の2次恕染後の  
vcJD病原体の性質について調べた。その結果、潜伏期  
間、臨床症状、神経病理学的特徴およぴPrP型につい  
て、VCJD（輸血）接種群はvcJD（BSE）操種群と類似してい  
た。VCJD病原体は、ヒトにおける2次感染により、有意な  
変化が起こらないことが明らかとなった。   

263Kスクレイピーの臨床症状を呈するハムスター22匹の  
尿にTSE感染性があることが示された。これらの動物の  
腎臓と膀胱のホモジネートは20000倍以上希釈してもTSE  
感染性があった。組織学的、免疫組織化学的分析では、  
腎用引こおける疾患関連PrPの散発的な沈着以外、炎症や  
病変は見られなかった。尿中のTSE感染性が、自然の  
TSEの水平感染に何らかの役割を果たす可能性がある。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  
2008：14・1406－  ［mergInfectDis  1412  

異型クロイツ  

フェルト・ヤコ  

ブ病  

ヒツジを用いた感染実験において、BSEは36％、スクレイ  
ピーは43％と予想以上に高い輸血伝播率を示した。高い  
伝播率および臨床的に陽性のレシピエントにおける比較  
的短期間の一定した潜伏期間は、血中の感染性力価が  
高いことおよびTSEが輸血により効率的に伝持することを  
示唆する。血液製剤によるヒトでのvCJD伝播を研究する  
ために、ヒツジが有用なモデルであることが示された。  

ウイルス除去膜濾過工程を含んでいる製剤（血液凝固第  
∨Ⅲ園子製剤ニフラノバ20N濾過、抗HBs人免疫グロブリン  
製剤ニプラノ／く35N濾過）について、263K株感染ハムス  

ターより得たSUS処理PrPScを用いて、その除去効果を検  
証した。その結果、SUS処理PrPScは濾過膜の孔径よりも  
小さいにもかからわず、プラノ／く35Nやプラノバ20Nで除去  

された。PrPScが凝集したり、膜へ吸着したためと考えら  
れる。  

on＝ne2008年7月22  BIood，Prepub‖shed  日  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  
29－30日 ポスター  
11  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

2008年プリオン研  

究会 2008年8月  
29－30日 ポスター  

18  

スクレイピー263K感染ハムスター脳乳剤を脳内接種した  

ハムスターにおける血中PrPres緯時的変化を追跡したと  
ころ、PK抵抗性3F4反応性蛋白／くンドは、慾染後4－6週  
で認められ、10週ではほぼ消失した。発症末期では血中  
PrPresと見られる蛋白バンドは認められなかった。PrPres  
をマーカーとした血液検査は感染後発症前～発症中期ま  
でに限定される可能性が示唆された。   
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出典  

A8C Newsletter  
2008：No．262008年  

7月4日  

概要   

米国医師会（AMA）は、男性同性愛行為を行った男性  
（MSM）の供血延期期間を生涯としている連邦の方針を5  
年間に変更することを支持するという声明を採択した。  
AMAはこの新方針をFDAに通告し、この方針を推し進め  
るグループと協力していく。FDAは1977年以降、MSMの供  
血を生涯延期することを血液事業者に要求しているが、  
アメリカ血液センターなどからは反対意見が出されてい  
る。  

米国におけるパンデミックインフルエンザの血液供給に対  
する影響をシミュレーションした。3ケ月間の血液供血iが  
50％減少した場合、血液需要に制限がない場合は在庫の  
ほとんどを使い尽くしたが、血液の使用を必要最低限に  
制限した場合は在庫がなくなることはなかった。  

2008：95（Suppl．1）：  

Vox Sang山nis  40  

インフルエンザ  
‾  

奉書ラフC両種重石手道営あ了萎葡葎才シラ正三ジ亨が意藩  
に拡大しており、南アフリカでは今年の冬（2008～2009  
年）のインフル工ンザに効果がないおそれがある。WHOの  
データによると同国でHINl株に感染した107名に関する  
検査の結果、全員がタミフルに耐性の突然変異株を保有  
していた。2008年4月1日から8月20日に南半球の12カ国  
のHINlインフルエンザ感染患者由来検体788例中242例  
（31％）がタミフル耐性に関係があるH274Y突然変異を有し  
ていた。  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。   

衰不惑集塵音素高石テ；満了ご二講話享璽福首ほ竜笛手首  
CのHBVを含む急性期前の接種株をテン／くンジーに接種  
したところ、最小50％チンパンジー感染王（CID50）は各々  

約10コピーと推定された。最低感染量を接種したチンパン  
ジーにおけるHBVDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは  
55－76日、遺伝子型Cでは35－50日、HBsAgウィンドウ期  
は遺伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは50－64日で  
あった。またH8VDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方  
が遺伝子型Aに比べ有意に短かった。   

ProM【D－  

mai120080825．2648  

ウイルス感染  PLoS Pathogens 
2008：4二elOOOO47  

B型肝炎  Transfusion2008：  

48：286－294  
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概要   

FDAはB型肝炎コア抗原に対する抗体（抗日Bc抗体）が陽  
性となったために供血延期となった供血者のリエント  
リー・アルゴリズムを提案するガイダンス案を発表した。こ  
れまで、抗HBc抗体が2回以上陽性となった供血者は無  
期限に供血延期とされていたが、本ガイダンスでは2回目  
に陽性となった後、8週間以上経ってからHBs抗原、抗  
HBc抗休および高感度HBVNATによってHBV感染が否  
定された場合は供血可能となる。   

2000年1月から2004年12月に日本で新たに8型肝炎表面  
抗原陽性となった患者を調査したところ、552名中23名  
（4％）がHBV再活性化で、529名が急性B型肝炎であった。  
再活性化群は急性B型肝炎群に比べ、年齢およびHBV  
DNA値が有意に高く、ALTおよびアルブミンピーク値は低  
かった。また再活性化群の4分の1の患者が劇症肝不全と  
なり、死亡した。肝臓関連死亡率は再活性化群の方が有  
意に高かった。  

出典   

FDA／CBER2008年  

5月 業界向けガイ  

ダンス（案）  

感染症（PT）   

B型肝炎  

B型肝炎  CllnlnfectDis  

2008．47：e52一－56  

2007年に医療機関から日本赤十字社に報告された輸血  

関連感染症の報告数は124例（10月末現在）であり、一昨  
年及び昨年の同期間に比べ減少傾向にある。内訳は  
HBVが61例、HCV32例、細菌24例、その他のウイルスが7  
例であった。ウイルス感染（疑）症例の調査結果により病  
原休を確認した症例は、H8Vの12例とHCVの1例であっ  
た。HCVの1例は20プールNAT開始後（2004年8月開始）  
初めての検出限界以下の献血血液による感染症例で  
あった。  

第56回日本輸血・  

細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  

P－033  

B型肝炎C型  
肝炎  

フランスの大学病院の血液透析ユニットでのHCV伝播リ  

スクにおける環境汚染および標準的注意の非遵守の役  
割を評価した。試験期間中にHCV陽性となった2名のうち  
1名は、同ユニットで治療中の慢性感染患者と同じウイル  
ス株に慈染していることが系統遺伝学的解析により明ら  
かとなった。環境表面検体740例中82例がヘモグロビンを  
含み、その内6例がHCVRNAを含んでいた。手の衛生に  
関する遵守率は37？。、患者ケアの直後に手袋をはずして  
いたのは338もであった。  

ニューヨーク市のEastHarIemのクリニックから柑歳以上で  

血中HCVPCR陽性の吸引用麻薬常習者38名のA汁検  
体および吸引に使用したストローを入手し、血液および  
HCVRNAの存在の有無を調べた。1汁検休28例（74？も）、  
ストロー3例（肌）から血液が検出され、1汁検体5例  
（13％）、ストロー2例（5％）でHCVRNAが検出された。HCVウ  
イルスの井腔内伝播のウイルス学的妥当性が示された。   

C型肝炎  Clin！nfect Dis  

2008，47：627－633  

C型肝炎  Clln lnfect Dis 

2008二47．931－934  
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概要   

北海道地区において現行プールNATスクリーニングの残  
量を用いてTaqManRT－PCR法によるHEVNATスクリーニ  
ングを行った。陽性献血者85例について追跡調査および  
遡及調査などを行なった。陽性献血者の多くは動物内臓  
肉を食してHEVに感染したと考えられる新規感染者で、  
GenotypeはG3が多かった。多くは症状が現れないまま抗  
体が陽転化し、典型的な無症候性一過性感染の経過を  
たどった。   

スペインでブタに曝露しているヒト101名と曝露していない  

t：ト97名におけるHEV感染の有kを調べた。抗HEVlgG保  
有率は曝露群では188％、非曝露群では4．1％であった。ブ  

タに持するヒトの抗日EVlgG保有リスクは5．4倍（P＝0．03）で  

あった。HEV感染は養豚作業員の職業病として扱うべき  
である。  

感染症（PT）   

E型肝炎  

出典   

‾‾  
軒古画繭葡薗ニ  
細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
0－026  

E型肝炎  AmJTropMed  
Hyg2008：78：  
1012→1015  

2∞8年3月下旬、中国An仙省Fuyang市で未就学児3名が  
重症の肺炎と急激な悪化により死亡し、4月中旬までに15  
名の小児が同様の疾患で死亡した。調査の結果、工ンテ  
ロウイルス7＝こよる手足口病と確定された。同市では、3  

月1日から5月9日の間に、6．049例報告され、353例が重  
篤で、22例が死亡した（致死率0．4％）。患者数は、4月の初  

めに増加し始めて、4月28日にピークに達し、5月5日以後  
減少した。   

米国の国立プリオン病病因調査センターに2002年5月か  
ら2006年1月に紹介された患者11名（平均発症年齢62歳）  
を調べたところ、海綿状変性の型、PrP免疫染色パターン  
およぴマイクロプラークの存在が、既知のプリオン病とは  
異なり、通常の方法では典型的なプロテアーゼ抵抗性  
PrPは検出されなかった。我々はこれらをプロテアーゼ感  
受性プI）オン病（PSPr）と名付けた。PSPrは、プリオン病  

の中では稀ではなく、我々のデータが示すよりもさらに多  
い可能性がある。  

米国テキサス南東部の健康な成人ドナー100名の血液中  
のヒトヘルペスウイルス（HHV）腸性率とウイルスDNA皇を  
RT－PCRにより調べた。その結果、HSV－1、HSV－2、VZV  
及びHHV－8DNAはどの検体からも検出されなかった。一  
方、EBVは72％、HHV－7は65％、HHV－6は30％、CMVはl％に  
検出された。また、1名の血液から6．1×1が7geq／mIを超え  
るHHV－6TypeBが検出されたが、健常者における異常  
な高値は活動性感染や免疫不全とは関連が無いと思わ  
れる。   

手足口病  WHO RepresetatlVe  
Office In China 
2008年5月19日  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

Ann Neuro12008：  

63：697－708  

ウイルス感染  Transfusion2008：  
48：1180－1187  
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／iルポウィル  

感染症（PT）   ス  

出典   

FDA／CBER2008年  

7月 業界向けガイ  
ダンス（案）  

概要   

血莱由来製品によるパルボウイルスB19伝播リスクを低  
減するための核酸増幅検査（NAT）についてのガイダンス  
案が示された。全ての血策由来製剤について、製造プー  
ル中のパルボウイルスB19DNAのウイルス負荷を確実に  
10000ル／ml未満とするため、製造過程の品質管理検査  
としてNATを実施すべきである。ミニプール中でのNATの  
慾度は少なくとも1000000IU／mlとするべきである。これら  
の基準を超えるものは使用してはならない。   

高力価の培養デングウイルス セロタイプ2をアルブミンお  
よび免疫グロブリンの各種製造工程（低温エタノール分  
画、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S／D処理  

およびウイルスろ過）前の検体に加え、各工程での同ウイ  
ルスのクリアランスをVeroE6細胞培養におけるTCID50  
アツセイおよびRT－PCRで測定した。その結果、全てのエ  
程が不活化・除去に有効であることが示された。  

2005年9月20日～12月4日のプ工ルトルコの米国赤十字  
におけるすべての供血16521検休中のデングウイルス  
（DENV）RNAをTMA（transcrlPtion－medlatedamplification）  
法で測定したところ、12検体（0．07q♭）がTMA陽性であった。  

4検体は、RT¶PCR（DENVセロタイプ2および3）陽性であっ  
た。Rl㌧PCR陽性4検体中3検体でウイルスを培養するこ  
とができた。TMA陽性12検休中1検休がIgM陽性であっ  
た。1：16に希釈した場合は5検体のみTMA陽性であった。   

2005年から2007年に、テクングニヤウィルス（CHIKV）はレ  
ユニオン島で大流行し、供血は2006年l月に中断された。  
大流行中のウイルス血症血供血の平均リスクは、10万供  
血あたり132と推定された。2006年2月の最流行時におけ  
るリスクは、10万供血あたリ1500と最高であった。この期  
間中、757000人の住民のうち推定312500人が感染した。  
2006年1月から5月の平均推定リスク（0．7射は、CHIKV  
NAT検査による血小板供血のリスク（04％）と同じオーダー  
であった。  

2005年の中国の4都市（Be小ng、Urmuchi、Kunmingおよび  
Guangzhou）における供血検体のHEV感染率を調べた。そ  
の結果、ルーチン検査（抗HCV、杭州∨レ′2、HβsAg、梅毒  
およぴALT）陰性供血者の約l．／0は抗HEVlgMまたはHEV  
Ag陽性で、HEV感染の可能性があった。また、AしTスク  
リーニングは中国のHEV感染血排除に役立つ可能性が  
あった。   

デング熱  
Transfusion2008こ 48二1342－1347  

デング熱  Transfusion2008：  

48，1348－1354  

テクングニヤウ イルス感染  
Transfusion2008：  

48．1333－1341  

E型肝炎  Vox Sanguinis  
2008二95（Suppl．け  

282－283  
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感染症（PT）   

‾‾…‾‾‾  
髄芙宥  

出典  

ProMED－  

mai120080826．2660  

概要   

1990年から2007年の中国における狂犬病発生傾向を調  
べた研究によると、最近8年間でヒト狂犬病症例数が急激  
に増加したことが明らかとなった。ヒト狂犬病は1990年か  
ら1996年の間は全国的な狂犬病ワクチン接種プログラム  
により抑制され、わずか159症例が報告されただけである  
が、2006年は3279症例と激増した。  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

263Kスクレイピーの臨床症状を呈するハムスター22匹の  
尿にTSE感染性があることが示された。これらの動物の  
腎臓と膀胱のホモジネートは20000倍以上希釈してもTSE  
感染性があった。組織学的、免疫組織化学的分析では、  
腎鰍こおける疾患関連PrPの散発的な沈着以外、炎症や  
病変は見られなかった。尿中のTSE感染性が、自然の  
TSEの水平感染に何らかの役割を果たす可能性がある。  

Blood誌のprepublishedonIineに掲載されたヒツジにおけ  
る研究によると、輸血による8SE伝播のリスクは驚くほど  
高い。エジンバラ大学で行われた9年間の研究は、8S［ま  
たはスクレイピーに怒染したヒツジからの輸血による疾病  
伝播率を比較した。その結果、BSEおよびスクレイピーと  
も輸血によリヒツジに効率よく伝播された。症状を呈する  
前のドナ→から採取された血液によっても伝播することが  
示された。   

マウスPrPScと混合させることによって折り畳み異常が起  
こったハムスターPrPCは、野生型ハムスターに対して感  
染性を起こす新規なプリオンを生成した。同様の結果は、  
反対方向でも得られた。PMCA増幅を繰り返すとinvitro産  
生プリオンの順応が起こる。このプロセスは、invivoでの  
連続総代に観察される株の安定化を暗示させる。種の壁  
と株の生成がPrP折り畳み異常の伝播によって決定され  
ることが示唆される。   

インフルエンザ様疾患の小児の呼吸分泌物中から、汎ウ  
イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ  
イルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス  
はTheilerのネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Saffold  
ウイルスと最も近縁であった。また、胃腸疾患患者群498  
名から得た751例の糞便検体中6検体からカルディオウイ  
ルスが検出された。   

2008：14：1406一  

EmergIn托ctDis  1412  

American Society 
of  
Hematology／Press  
Releases2008年8  

月28日  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

Cel12008：134：  

757－768  

ウイルス感染  Proc Natl Acad Sci 
USA2008：105：  

14124－14129  
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概要   

非定型BSE（BASE）に感染した無症候のイダ）アの乳牛の  

感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

脳ホモジネートをカニクイザルに脳内接種した。BASE梓  
種サルは生存期間が短く、古典的BSEまたはvCJD接種  
サルとは異なる臨床的展開、組織変化、PrPresパターン  
を示した。感染牛と同じ国の孤発性CJD患者でPrPが異  
常なウエスタンプロットを示す4例のうち3例のPrPresに同  
じ生化学的特徴を認めた。BASEの霊長矧こおける高い  
病原性および見かけ上孤発性CJDである症例との関連  
の可能性が示唆された。  
南アフリカとザンビア出身者の最近の死亡例3例はアレナ  

ウイルス科のウイルスが原因あることが、NICDおよぴ  
CDCで行われた検査の結果明らかとなった。詳細な分析  
が継続されている。一方、南アフリカでは患者と密接に接  
触した看護師が感染し、入院中である。  

ウイルス感染  WHO／EPR  
lO月13日  

80763に同じ  
亨定日嵩‾‾‾‾‾‾  

WHO RepresetatlVe  
O惰cein China  

2008年5月19日  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病   

ウイルス感染  

Ann Neuro12008：  

63：697－708  

Transfusion2008：  
48：1180－1187  

FDA／CBER2008年  

7月 業界向けガイ  

ダンス（案）  

80763に同じ  パルボウイル  

ス  

デング熱  Transfusion2008，  

48：13421347  

Transfusion2008，  

48二13朋ト1354  

Transfusion2008，  

48：1333－1341  

80763に同じ  デング熱  

80763に同じ   テクングニヤウ  
イルス感染  

E型肝炎  Vox Sangutnis  
2008：95（Suppl．1）：  

282283  
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概要  

80763に同じ  
‾‾‾‾…‾  

感染症（PT）  髄天宥  

出典  

ProMED－  
mai120080826．2660  

EmerglnfectDis  
2008：14：1406－  

1412  

Amerjcan Society  
of  
Hematology／Press  
Releases2008年8  

月28日   

Cet12008：134：  
757－768  

80763に同じ  

異型クロイツ フェルト・ヤコ ブ病   

異型クロイツ フェルトヤコ  
ブ病  

80763に同じ  

80763に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

80763に同じ  Proc Natl Acad Sci 
USA2008：105：  

14124－14129  

PLoS ONE2008：3：  

e3017  

WHO／EPR2008年  

10月13日  

80763に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病   

ウイルス感染  80763に同じ  

ATCCから  

入手した  
CHOセルラ  
インをマスタ  

チャイニー。  

ハムスター  

卵巣細胞  

チャイニース  
ハムスター卵  

巣細胞株  

ウシ由来成 分  
（頭蓋骨、脊  

髄及び脊柱  
骨を除く）、胆  

汁、結合組織  
及び皮膚  

2008年10月初旬に南アフリカでアレナウイルスによる感  

染のアウトブレイクが同定された。9月12日から10月24日  
までに計5例が報告され、5例中4例が死亡し、1例は入院  
中である。死亡した4例では発病から死亡まで9～12日間  
であった。塩基配列分析より、ユニークな旧世界アレナウ  
イルスが原因であることが明らかとなった。現在のところ  
新たな疑い症例はない。   

ウイルス感染  ProMEロー  
maiほ0081028．3409  
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概要  

80767に同じ  

感染症（PT）   

ウイルス啓染  

出典  

ProMED－  
mai1200810283409  

C8nadねn Food  

lnspection Agency 
2008年11月6日  

原産国   

フィンラン  
ド、スウェー  
デン   

米国  

含有区分  

∈下面斎‾‾‾‾‾‾  

2008年6月2日に短期間の疾病後に処分されたB而sh  
CoIumbiaの乳牛は、カナダで13頭目のBSE牛であること  
が確認された。どの部位もヒト食料または飼料システムに  
入っていない。該当牛は2003年4月22日生まれで、死亡  
時61月齢であった。生まれてから一生同じ農場で過ごし  
た。一緒に飼育されていた207頭について飼料コホートが  
実施された。本症例検出により、カナダBSEリスクパラメー  
ターは変更されない。   

2008年8月15日、CFZAは、Albertaの6歳の肉牛がBSEであ  
ることを確認した。どの部位もヒト食料または飼料システ  
ムに入っていない。国際ガイドラインに基づいた疫学的調  
査を実施中である。  

‾  
東面ラ亨六亨∂福富巨葡窟弓ジモうちヲ了jオジ富白頭子吉子  

（Prnp）におけるE211Kと呼ばれる新規の遺伝子変異を同  
定した。この変異は遺伝性CJDのヒトにおいて見られる  
E200K病因性変異と同一であり、ウシPrnp遺伝子内で潜  
在的病原性変異を有するBSE確定ウシの最初の報告で  
ある。最近の疫学的試毒針こよるとK211アレルは6062頸の  
ウシで全く検出されず、E211K変異は極めて頻度が低い  
（2000例中1例未満）。  

80769にl司じ  

BSE  

Canadlan Food  
lnspection Agency 
2008年8月15日  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

PLoS Pathogens 
2008．4 elOOO156  

BSE  

オーストラリ  

ア、ニュー ジーランド  
Canadian Food  

Jnspectron Agency  

2008年11月6日  

BSE  

Canadian Food  
lnspection Agency 
2008年8月15日   

PLoS Pathogens 
2008：4．elOOO156  

Canadlan FocJd 
lnspectJOn Agency  
2008年11月6日  

80769に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病   

BSE  80769に同じ  

加水分解カ ゼイン  
オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド   

ゲムツズマフオゾガマイシン（遺伝子組  

換え）  

BSE  

C8nadian Food  

Tnspection Agency  

2008年8月15日   

PLoS Pathogens 

2008：4：elOOO156  
80769に同じ   異型クロイツ  

フェルトヤコ  

ブ病  
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概要  

80769に同じ  

出典  

Canadian Food  
Inspect」OnAgenGy  

2008年11月6日   

Canadian Food  
Inspection Agency 
2008年8月15日   

PLoS Pathogens 
2008；4：elOOO156  

ニュージー ランド、米国  

80769に同じ  
BSE  

80769に同じ  異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病   

BSE  80769に同じ  ウシ血清ア  
ルブミン  

Canadian Food  
lnspection Agency 
2008年11月6日   

Canadian Food  
lnspection Agency 
2008年8月15日   

PLoS Pathogens 
2008：4：elOOO156  

80769に同じ  
BSE  

80769に同じ   異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

オーストラリ  

ア、ニュー ジーランド  
不明  

マスターセ  

ルバンクに  
使用した動  
物の細胞株  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

トリプシン  テラーj方套斎  

匡、カナダ  

煎1j方否東  

国、カナダ  

トリプシン  
ダルベポエテン アルファ（遺伝子組換 え）  

乳糖  
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概要   

平成17－19年度に園内医療機関より検査依頼のあったヒ  

ト刺唆マダニについて病原休検索を行った。その結果、52  
症例54個体中3例で寄生マダニよリボレリアDNAが検出さ  
れた。Borreliavalaisiana近縁種による世界で初めてのラ  
イム病症例を見出した。また、新しいボレリア感染症  
SoutherntlCk－aSSOCiatedrashilJnessが国内のキチマダ  
ニによって媒介される可能性を初めて示した。  

平成18年5－9月にパプアニューギニア、インドネシア、タイ  

に滞在していた29歳女性が帰国2ケ月後に39Dcの発熱と  
著明な血小板減少を呈し、血液塗抹標本鏡検で三日熟マ  
ラリア原虫と四日熱マラリア原虫が認められ、治療され  
た。後日、血液塗抹標本から抽出したDNAをPCR検査し  
たところ、三日熟マラリアとサルマラリアの重複感染と診  
断された。サルマラリア感染は園内では検索した範囲で  
は報告がない。  

感染症（PT）   

細菌感染  

出典   

第82回 日本感染  

症学会総会 2008  
年4月17一柑日 099  

第82回 日本感染  

症学会総会 2008  
年4月17－18日 431  

マラリア  

中国におけるエンテロウイルス：2008年4月29日現在、中  

国で乳幼児におけるエンテロウイルス（EV－7川こよる手足  

口病が死亡20例を含む1884症例報告されている。死亡20  
例はAnhuI省Fuyang市である。死亡例は全てEV－71感染  
による神経原性肺水腫のような重症の合併症により死亡  
した。全症例の死亡率は3月10・一31日は11％であったが、4  
月17－29日には02捌こ減少した。  

WHO／EPR2008年5 月1日  

害意石高‾‾‾‾‾‾  

肺炎患者の喀痍と患者が入浴した温泉水からLegionella  

rub摘ucensを分離した。患者喀疾と温泉水から分離され  
たLrubrilucensについてPFGEによるDNA切断パターンを  

調べたところ、同一パターンであった。レジオネラ症患者  
からの菌分離はし．pneumop仙aが主であり、当該菌のと卜  
からの分離例は国内外で初めてである。  

lASR2008：29－ 194－195  

細菌感染  

ヒツジを用いた感染実験において、BSEは36ワも、スクレイ  

ピーは43？止予想以上に高い輸血伝播率を示した。高い  
伝播率および臨床的に陽性のレシピエントにおける比較  
的短期間の一定した潜伏期間は、血中の感染性力価が  
高いことおよぴTSEが輸血により効率的に伝播することを  
示唆する。血液製剤によるヒトでのvCJD伝播を研究する  
ために、ヒツジが有用なモデルであることが示された。   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

BJood，PrepubIfShed  
online2008年7月22  

日  
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感染症（PT）   

ウイルス感染  

概要   

インフルエンザ様疾患の小児の呼吸分泌物中から、汎ウ  
イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ  
イルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス  
はTheilerのネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Saffold  
ウイルスと最も近縁であった。また、胃腸疾患患者群498  
名から得た751例の糞便検体中6検体からカルディオウイ  
ルスが検出された。  

健常者（63歳男性）の爪真菌症からArthrographiskah・ae  
を分離・同定した。土壌や堆肥との接触を介しての感染が  
疑われた。イトラコナゾールの内服とミコナゾールの外用  
で治療を開始したが、心臓頻抽出現のため、外用と削爪  
のみで経過をみたところ、約6ケ月で略治した。日本での  

分離は本症例が初めてである。  

出典  

Proc Natt Acad Sci  

USA2008：105：  
14124－14129  

感賞‾‾‖‾‾…‾‾  
日本医真菌学会雑  
誌 2008：49：92  

第52回 日本医真  
菌学会総会 2008  
年9月10－11日  

南アフリカとザンビア出身者の最近の死亡例3例はアレナ  
ウイルス科のウイルスが原因あることが、NICDおよぴ  
CDCで行われた検査の結果明らかとなった。詳細な分析  
が継続されている。一方、南アフリカでは患者と密接に接  
触した看護師が感染し、入院中である。  

ウイルス感染  
WHO／EPR2008年  

10月13日  

コスタリカにおいて、レプトスピラ症の入院患者から分離さ  
れたレプトスピラは、Jav抑ica血清群型に分類される新し  
い血清型で、Arenalと命名された。同じ地区の重症患者  
から分離された株も同じ血清型であったことから、この株  
は、この地域に流行する新規の高病原性の血清型である  
と考えられた。  

レプトスピラ症  
lnfect Genet Evol 

2008；8：529－533  

て〕ず；手テ壷‾…  オランダ・ブラ／くント州の公衆衛生局が行った調査でQ熟  

の症例報告数が急激lこ増加し、2008年7月21日付けで  
491症例が報告されている。感染症管理センター長による  
と、実際の感染者数は報告された症例数の10倍であると  
思われる。2007年までは0熱はオランダではほとんど存  
在しなかった。   

ProM【D－  

mait20080728．2306  
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概要   

インド東部のサンタルプラデシ州で小児を死亡させている  
原凶不明のウイルスは、インド保健省の専門家らにより  
急性脳炎症候群と診断された。同州の13の地区では、数  
週間におよそ800人の患者が発生し150人が死亡したと報  
告され、その数は増加すると見られている。血液検査で  
日本脳炎陽性となった患者は5％以下であった。日本脳炎  
とエンテロウイルスとの混合感染の可能性について調査  
中である。   

インフルエンザ様疾患の小児の呼吸分泌物中から、汎ウ  
イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ  
イルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス  
はThellerのネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Saf†old  
ウイルスと最も近縁であった。また、胃腸疾患患者群498  
名から得た7引例の糞便検体中6検体からカルディオウイ  
ルスが検出された。  

2008年10月初旬に南アフリカでアレナウイルスによる感  
染のアウトブレイクが同定された。9月12日から10月24日  
までに計5例が報告され、5例中4例が死亡し、1例は入院  
中である。死亡した4例では発病から死亡まで9～12日間  
であった。塩基配列分析より、ユニークな旧世界アレナウ  
イルスが原因であることが明らかとなった。現在のところ  
新たな疑い症例はない。  

感染症（PT）   

ウイルス性脳  
炎  

出典  

ProMED－  
mai120080828 2697 

ウイルス感染  Proc Natl Acad Sci 
USA2008：105：  

14124－14129  

ウイルス感染  
ProMED－  

maiほ0081028．3409  

米国ミネソタ州の68歳男性が、2007年10月12～21日に手  
術後の輸血を受け、敗血症および多臓器不全をきたした  
後、10月31日に発熱を伴う急性血小板減少症を発現し、  
11月3～5日の血液検体からPCR及び抗休検査でアナプ  
ラズマ症慾染が確認された。血液ドナーの1人にA  
phagocytophilum陽性がPCR及びIFA検査で確認され、血  
液ドナーに感染源が確認された初の事例となった。  

オランダ・ブラバント州の公衆衛生局が行った調査でQ熱  
の症例報告数が急激に増加し、2008年7月21日付けで  
491症例が報告されている。感染症管理センター長による  
と、実際の感染者数は報告された症例数の10倍であると  
思われる。2007年までは0熱はオランダではほとんど存  
在しなかった。   

細菌慾染  
CDC／MMWR2008こ 57：1145－1148  

リケッチア症  ProMED－  
mai120080728．2306  
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ウイルス性脳  
感染症（PT）   炎  

出典  

ProMED－  
mai120080828．2697  

概要   

インド東部のウッタルプラデシ州で小児を死亡させている  
原因不明のウイルスは、インド保健省の専門家らにより  
急性脳炎症候群と診断された。同州の13の地区では、数  
週間におよそ800人の患者が発生し150人が死亡したと報  
告され、その数は増加すると見られている。血液検査で  
日本脳炎陽性となった患者は5％以下であった。日本脳炎  
とエンテロウイルスとの混合感染の可能性について調査  
中である。  

インフルエンザ様疾患の小児の呼吸分泌物中から、汎ウ  
イルスマイクロアレイ法を用いて、初めてヒトカルディオウ  
イルスを同定した。系統遺伝学的分析から、このウイルス  
はTheilerのネズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Saffold  
ウイルスと最も近縁であった。また、胃腸疾患患者群498  
名から得た751例の糞便検体中6検休からカルディオウイ  
ルスが検出された。  

ウイルス感染  Proc Natl Acad Sci 
USA2008：105：  

14124－14129  

ウイルス感染  2008年10月初旬に南アフリカでアレナウイルスによる感  
染のアウトブレイクが同定された。9月12日から10月24日  
までに計5例が報告され、5例中4例が死亡し、1例は入院  
中である。死亡した4例では発病から死亡まで9～12日間  
であった。塩基配列分析より、ユニークな旧世界アレナウ  
イルスが原因であることが明らかとなった。現在のところ  
新たな疑い症例はない。  

ProMED－  

mai120081028，3409  

細菌感染  米国ミネソタ州の68歳男性が、2007年10月12～21日に手  

術後の輸血を受け、敗血症および多臓器不全をきたした  
後、10月31日に発熱を伴う急性血小板減少症を発現し、  
11月3～5日の血液検体からPCR及び抗休検査でアナプ  

ラズマ症感染が確認された。血液ドナーの1人にA．  

CDC／MMWR2008こ  

57：1145－1148  

phagocytophilum陽性がPCR及びIFA検査で確認され、血  
液ドナーに感染源が確認された初の事例となった。  

80781に同じ  lnfectGenetEvoI  

2008：8：529－533  

ProMED－  

maiほ0080728、2306  

ProMED－  

mai120080828．2697  

Proc Natl Acad Sci 

USA2008：105こ  

14124－14129  

リケッチア症  80781に同じ  

ウイルス性脳  
炎  

ウイルス感染  

80781に同じ  

80781に同じ   
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